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村の人口 
世帯数 

男 

女 

計 

2,227世帯 

3,311人　 

3,448人　 

6,759人　 

＋12 

＋7 

±0 

＋7

平成20年３月末現在 

森上　誠士（72） 

　田　フユ（84） 

山　　　房（91） 

故人名（年齢） 

森上美和子 

　田　成雄 

山崎　正昭 

遺族氏名 

田　中 

高遊西 

宮　山 

地区名 

平成20年４月14日現在 

　卒業式や入学式では、教室

や体育館に在校生からの心の

こもったメッセージが飾られ、

華やかな雰囲気に包まれます。 

竹 

小中学校の夏休み短縮・差押物件公売 

農業委員会から・男女共同参画社会 

小中学校の先生を紹介します 

西原村役場職員事務分掌表 

生涯学習講座のご案内 

こんにちは住民課です 

おひさま通信 

シリーズ防災（№31　住宅用火災警報器） 

ホッとＮＥＷＳ 

いのちの教育 

今月の情報【5月号】 

社協便り 
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平成20年度西原村予算概要 
むらのわだいむらのわだい むらのわだい 

曜日 備考 行事／暦 
５　月 

６　月 

日 

西原村の今月の行事は、下記のようになっています。 
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３歳児健診（改善センター） 
ＥＭ配布日 
 
母子手帳発行ｐｍ　 
春季道路品評会 
 
 
 
保育参観・保護者総会・交通安全教室（保育園） 
 
 
ＥＭ配布日 
 
 
お誕生学級ａｍひよこ学級ｐｍ（改善センター） 
西原中学校体育祭 
 
母子手帳発行ｐｍ 
 
寿生大学 
 
ＥＭ配布日　 
 
 
 
消防団小型ポンプ操法大会（村民グラウンド） 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＥＭ配布日 

憲法記念日 
みどりの日 
こどもの日 
振替休日 

固定資産税第一期納期限 
国民健康保険税第一期納期限 

春の交通安全タッチ運動、村営住宅暴力団追放協定、入園・入学式 
新入消防団員辞令交付、大津地区交通安全推進大会 
新入自衛隊員激励会、春季ソフトバレー大会 
熊本城築城400年祭、民生委員緒方さん表彰、保育園交流食事会 
フォトコンテスト表彰式、卒業・卒園式、バドミントン大会 

ごみは、燃：燃えるごみ／粗：粗大ごみ／缶：空き缶、空きビン／ガ：ガラス、せともの 
雑：雑誌、チラシ／新：新聞、ダンボール／ペ：ペットボトル／白：牛乳パック、白色トレイ 

お誕生おめでとうございます。 

平塚悠一朗 

男 

女 

男 

男 

男 

男 

男 

H20.3.7 

H20.3.13 

H20.3.14 

H20.3.19 

H20.3.25 

H20.3.25 

H20.4.3

渡辺　智昭 

坂口　奉弘 

森山　達美 

井　　　洋 

平塚　数広 

山野　敬弘 

池田　勇二 

宮　山 

小　森 

高遊中 

布　田 

星ヶ丘 

小森の里 

高遊中 

出生児名 性別 生年月日 保護者 地区名 

ひら つか ゆう いち ろう 

井　　星琉 
い せり せい りゅう 

森山大志郎 
もり やま し たい ろう 

池田　遙翔 
いけ だ はる と 

渡辺　暖人 
はる と わた なべ 

坂口果俐明 
あ り か さか ぐち 

平成20年４月14日現在 

山野龍太郎 
やま りゅう ろう た の 
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西
原
村
予
算
概
要 

歳出予算の目的別内訳と村民一人あたりの予算 

平
成
20
年
度 

総務費 4億7,670万円 

人口：H20.3.31　6,768人／H19.3.31　6,707人 

民生費 5億7,978万円 

▲2.1 

10.7 

4.8 

2.8 

0.3 

14.1 

15.0 

▲4.6 

7.6 

0.0 

▲0.6 

▲100.0 

37.2 

3.7

10,143 

70,434 

85,665 

37,691 

26,315 

1,504 

16,557 

17,380 

29,495 

12 

87,747 

－ 

1,863 

38万4,806

6,865 

4億7,670 

5億7,978 

2億5,509 

1億7,810 

1,018 

1億1,206 

1億1,763 

1億9,962 

8 

5億9,387 

－ 

1,261 

26億 437

衛生費 2億5,509万円 

農林水産業費 1億7,810万円 

土木費 1億1,206万円 

消防費 1億1,763万円 

教育費  1億9,962万円 

公債費 5億9,387万円 

議会費 6,865万円 

商工費 1,018万円 

災害復旧費 8万円 

予備費 1,261万円 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

億 

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農林水産業費 

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

災害復旧費 

公 債 費  

諸 支 出 金  

予 備 費  

歳 出 合 計  

10,459 

64,205 

82,448 

36,988 

26,486 

1,330 

14,534 

18,393 

27,665 

12 

89,092 

1,580 

1,370 

37万4,562

7,015 

4億3,062 

5億5,298 

2億4,808 

1億7,764 

892 

9,748 

1億2,336 

1億8,555 

8 

5億9,754 

1,060 

919 

25億1,219

歳出科目 
（目的別） 予算額（万円） 1人当たり（円） 

増減率 
（％） 

平成20年度 平成19年度 

予算額（万円） 1人当たり（円） 



4

【地方税】 
個人所得割：税源移譲に伴う税率改正による
934万円増 
法人税割：18年度決算及び19年度実績等を見
込んで164万円増 
土地：宅地造成等にともなう宅地面積増及び宅
地に係る負担調整による430万円増 
家屋：減失、新築、増築が要因で502万円増 
【地方交付税】普通交付税は前年度当初予算に
地方財政計画の伸び率（1.3％）を乗じて算出 
【国庫支出金】 
老人保健法事業費国庫負担金▲120万円 
老人医療費国庫補助金▲495万円 
障害者福祉費国庫負担金378万円増 
【県支出金】 
流域公益保全林整備事業補助金476万円増 
後期高齢者医療保険基盤安定県負担金1,455万
円増 
老人保健法事業費県負担金▲120万円 
参議院議員選挙事務委託金▲596万円 

平
成
20
年
度
西
原
村
一
般
会
計
予
算【
歳
入
】 
　計画的に財政運営を行うため、税収やその他歳
入の安定性の程度に応じて財源を積み立てたり、財
源不足の場合に取り崩したりするものです。 

歳入の主な増減内容 積立基金現在高の推移 積立基金現在高の推移 積立基金現在高の推移 

億 億 

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

積立基金の推移 
12.0 

10.5 

9.0 

7.5 

6.0 

4.5 

3.0 

1.5 

0.0

4.0 

3.5 

3.0 

2.5 

2.0 

1.5 

1.0 

0.5 

0.0

年
度
末
現
在
高
 

積
立
・
取
崩
額
 

積立額 
取崩額 
年度末現在高 

8億8,496万円 

8億2,713万円 

8億6,262万円 

9億9,563万円 

8億7,673万円 

8億8,496万円 

8億2,713万円 

8億6,262万円 

9億9,563万円 

8億7,673万円 

7,130万円 

1億9,768万円 
1億8,806万円 

1億3,973万円 

1億7,522万円 

1億3,023万円 

2億2,720万円 
2億1,309万円 

1億8,690万円 

6,800万円 7,130万円 

1億9,768万円 
1億8,806万円 

1億3,973万円 

1億7,522万円 

1億3,023万円 

2億2,720万円 
2億1,309万円 

1億8,690万円 

6,800万円 

　揮発油税（ガソリン税等）を財源と
する地方道路整備臨時交付金制度は、
法改正案の未成立により４月から失
効しています。制度が復活しても暫
定税率失効に対する国の財政措置が
無い場合、大幅な削減が予想され、本
村の影響は月額200万円程度の減額
になります。 
　これにより新規事業ができず、継
続事業の休止や完成の延伸、他の予
算（福祉、教育等）から財源確保をす
る自治体もあります。なお、本村では
財政調整基金を取り崩して対応する
予定です。 

村 税  

分 担 金 等  

財産収入等 

繰 入 金  

繰 越 金  

譲 与 税 等  

地方交付税 

国庫支出金 

県 支 出 金  

村 債  

歳 入 合 計  

歳入科目 平成20年度 

6億6,562万円 

6,505万円 

5,443万円 

1億2,000万円 

6,000万円 

1億6,230万円 

10億8,000万円 

8,569万円 

1億7,428万円 

1億3,700万円 

26億 437万円 

6億3,935万円 

6,548万円 

4,957万円 

6,600万円 

6,000万円 

1億6,170万円 

10億6,700万円 

8,819万円 

1億6,030万円 

1億5,460万円 

25億1,219万円 

2,627万円 

▲43万円 

486万円 

5,400万円 

－ 

60万円 

1,300万円 

▲250万円 

1,398万円 

▲1,760万円 

9,218万円 

4.1% 

▲0.7% 

9.8% 

81.8% 

0.0% 

0.4% 

1.2% 

▲2.8% 

8.7% 

▲11.4% 

3.7%

平成19年度 増減額 増減率 

村税25.4％ 村税25.6％ 

分担金等2.6％ 

財産収入等2.0％ 

繰入金2.6％ 

村
債
村
債
 6.2％ 

村
債
 

繰越金2.4％ 

譲与税等6.4％ 

分担金等2.5％ 

財産収入等2.1％ 

繰入金4.6％ 

繰越金2.3％ 

譲与税等6.2％ 

6.2％ 

村
債
村
債
 5.3％ 

村
債
 5.3％ 国庫支出金3.5％ 

県支出金6.4％ 
国庫支出金3.3％ 

県支出金6.7％ 

地方交付税地方交付税 
42.5％ 
地方交付税 
42.5％ 

地方交付税地方交付税 
41.5％ 
地方交付税 
41.5％ 

自主財源 
35.0％ 

8億8,040万円 

自主財源 
35.0％ 

8億8,040万円 

自主財源 
37.1％ 

9億6,510万円 

自主財源 
37.1％ 

9億6,510万円 

依存財源 
65.0％ 

16億3,179万円 

依存財源 
65.0％ 

16億3,179万円 

依存財源 
62.9％ 

16億3,927万円 

依存財源 
62.9％ 

16億3,927万円 

平成 
19 
年度 

平成 
20 
年度 
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平
成
20
年
度
西
原
村
一
般
会
計
予
算【
歳
出
】 

【人件費】 
各種委員等の報酬は西原村報酬審議会で据置
きの答申（H17で削減した３％分） 
職員給与は５％カット終了により1,617万円増及
び定期昇給・共済掛率上昇により721万円増 
９月の村長選挙等の委員報酬829万円増 
【物件費】 
総合行政リース料（年間）：1,300万円増（旧シス
テムはＨ16でリース終了） 
検診委託料等：▲850万円（施設人間ドック等の
廃止によるもの） 
【扶助費】 
重度心身障害者医療費助成：200万円増 
乳幼児等医療助成金：600万円増（小学３年生ま
で対象引上げを実施） 
【補助費等】 
後期高齢者医療療養給付負担金：6,661万円増 
【普通建設事業費】 
道路新設改良工事請負費：2,400万円増（立野・
乾原線） 

歳出の主な増減内容 

　必要な財源を調達するために負う債務（借金）で、赤字
補てんや学校、道路といった将来にわたる施設整備など
の財源として活用されます。 

地方債現在高の推移 地方債現在高の推移 地方債現在高の推移 

億 億 

借入額 
返済額（元金） 
年度末現在高 

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

地方債現在高の推移 
20 

15 

10 

5 

0

50 

 

40 

 

30

発
行
額
・
償
還
元
金
 

年
度
末
現
在
高
 

49億8,902万円 48億9,103万円 

46億0,901万円 

43億9,022万円 

39億8,363万円 

49億8,902万円 48億9,103万円 

46億0,901万円 

6億1,300万円 

4億4,761万円 

6億1,300万円 

4億8,360万円 

2億2,320万円 

5億8,159万円 
5億0,522万円 

3億3,490万円 

5億5,369万円 

1億5,700万円 

5億6,359万円 

4億8,360万円 

2億2,320万円 

5億8,159万円 
5億0,522万円 

3億3,490万円 

5億5,369万円 

1億5,700万円 

5億6,359万円 

4億4,761万円 

43億9,022万円 

39億8,363万円 

人 件 費  

扶 助 費  

公 債 費  

普 通 建 設 事 業  

災 害 復 旧 事 業  

物 件 費  

維 持 補 修 費  

補 助 費 等  

積 立 金  

繰 出 金 等  

予 備 費  

歳出科目（性質別） 

歳　出　合　計 

義務的 
経　費 

投資的 
経　費 

その他の 
経　　費 

平成20年度 
6億7,566万円 

2億2,386万円 

5億9,387万円 

1億2,453万円 

8万円 

2億9,898万円 

3,503万円 

4億6,728万円 

343万円 

1億6,904万円 

1,261万円 

26億 437万円 

6億4,312万円 

2億 418万円 

5億9,754万円 

1億2,551万円 

8万円 

2億8,653万円 

3,414万円 

4億 225万円 

179万円 

2億 786万円 

919万円 

25億1,219万円 

3,254万円 

1,968万円 

▲367万円 

▲98万円 

－ 

1,245万円 

89万円 

6,503万円 

164万円 

▲3,882万円 

342万円 

9,218万円 

5.1% 

9.6% 

▲0.6% 

▲0.8% 

0.0% 

4.3% 

2.6% 

16.2% 

91.6% 

▲18.7% 

37.2% 

3.7%

平成19年度 増減額 増減率 

人件費25.6％ 人件費25.9％ 
扶助費8.1％ 

補助費等 
16.0％ 

補助費等 
17.9％ 

普通建設事業5.0％ 普通建設事業4.8％ 

予備費0.4％ 予備費0.4％ 

公債費 
23.8％ 

公債費 
22.8％ 

物件費 
11.4％ 

物件費 
11.5％ 

義務的経費 
57.7％ 

14億4,484万円 

義務的経費 
57.7％ 

14億4,484万円 

義務的経費 
57.6％ 

14億9,339万円 

義務的経費 
57.6％ 

14億9,339万円 

その他の経費 
37.3％ 

9億3,257万円 

その他の経費 
37.3％ 

9億3,257万円 

その他の経費 
37.6％ 

9億7,376万円 

その他の経費 
37.6％ 

9億7,376万円 

扶助費8.6％ 

投資的経費 
5.0％ 
1億2,559万円 

投資的経費 
4.8％ 
1億2,461万円 

維持補修費1.4％ 維持補修費1.3％ 

積立金0.1％ 積立金0.1％ 
繰出金等 
8.3％ 
繰出金等 
8.3％ 

繰出金等 
6.5％ 
繰出金等 
6.5％ 

平成 
19 
年度 

平成 
20 
年度 
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春の交通安全タッチ運動 

タ
ッ
チ
運
動
の
よ
う
す 

▲
 

　４月10日に役場応接室で、村営住宅（24戸）から暴力団員を

排除するための協力協定が西原村と大津警察署の間で結ばれ、調

印式が行われました。 

　式では、村が入居申請者等を同署に照会し、暴力団員とわかっ

た場合は入居を認めないという協定事項を確認の上、加藤村長と

有働署長が協定書に署名しました。これは、昨年起きた暴力団員

都営住宅立てこもり事件などを受けた国土交通省通達によるもの

で、村では昨年12月村議会で関係条例を改正しています。 

村営住宅から暴力団員排除 

調
印
式
の
よ
う
す 

▲
 

　春の全国交通安全運動に伴い、ドライバーに安全運転を呼び

かける交通安全タッチ運動が４月11日、JA西原中央支所駐車

場で実施されました。 

　当日は、交通指導員・地域交通安全活動推進委員・交通安全

母の会・安管事業所・トラック協会菊池支部の方々のほか、に

しはら保育園の年長児も参加。園児らがキャンペーングッズを

手渡しながら「安全運転でお願いします！」と元気に呼びかけ

ると、ドライバーも笑顔で応えていました。悲惨な交通事故が

無くなるよう、皆さんも「安全運転」を心がけましょう。 

　清々しい春の陽気となった４月５日、０歳から５歳までの新入園児

35人がにしはら保育園の入園式を迎えました。式では、玉永多水子

園長から「早寝早起き朝ごはんを心がけ、毎日楽しく保育園へ来てく

ださい。」とあいさつがあり、園児たちは元気に返事をしていました。 

　４月９日には、午前中に山西・河原の両小学校で入学式が行われ、

午後から西原中学校で入学式が挙行されました。吹奏楽部の演奏にの

って少し大きめの制服に身を包んだ新入生66人が入場すると、在校

生や教職員、保護者らが拍手で迎えました。そして、秋吉里奈さんが

「仲間づくりを大切にする。校則を守る。明るいあいさつをする。こ

の三つの目標を忘れずに中学校生活を有意義なものにすることを誓い

ます。」と新入生代表誓いの言葉を述べました。 

　この春、入園・入学した園児および児童数は次のとおりです。 

にしはら保育園　 
　男子17人　女子18人　計35人 
山西小学校　 
　男子35人　女子23人　計58人 
河原小学校　 
　男子４人　 女子７人　計11人 
西原中学校　 
　男子35人　女子31人　計66人 

保育園入園式・小中学校入学式 

▲にしはら保育園 

▲河原小学校 

▲山西小学校 

▲西原中学校 
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新入消防団員辞令交付 

関
係
者
に
よ
る
記
念
撮
影 

▲
 

高
遊
原
南
消
防
署
員
に
指
導
を 

受
け
る
団
員
た
ち 

▲
 

　４月６日、桜が満開となった役場正面玄関前駐

車場で平成20年度新入消防団員に、田上省治西原

村消防団長から、辞令交付がありました。 

　辞令交付式には各分団部長以上の分団幹部も参

加して行われ、田上団長から新入団員13名一人ひ

とりに消防団員辞令が手渡されました。田上団長

から「地域の安全と安心の為、各分団長の指揮の

下に頑張って頂きたい。」と新入団員にあいさつ

があり、また新入団員を代表して1分団の団員と

なった藤田和也さんが力強く宣誓書を朗読しました。 

　式終了後、部長以上の分団幹部と新入団員は高

遊原南消防署に移動し、消防団員としての基礎で

ある規律訓練、ホースなどの器具取扱い、また通

常点検訓練、そして救急蘇生法の訓練と現在導入

が推進されているＡＥＤ（自動体外式除細動器）

の取り扱いを消防署員から熱心に指導を受けてい

ました。 

　平成20年４月に辞令を受けた新消防団幹部と新入

団員は次のとおりです。（敬称略） 

大津地区交通安全推進大会 

自衛隊入隊者激励会 

交
通
安
全
宣
言
を
述
べ
る 

中
西
老
人
ク
ラ
ブ
副
会
長 

▲
 

　春の全国交通安全運動が始まった４月６日、大津地区交

通安全推進大会が構造改善センターで開かれました。大会

には大津警察署管内４市町村から約300人が参加し、西原

村老人クラブ連合会の中西シヅ子副会長が「交通事故のな

い住みよい明るい社会の確立を目指し、努力することを誓

います」と力強く交通安全宣言を行いました。 

　また、ＨＳＲ九州 中野真秀さんを講師に招き、「交通事

故ゼロを目指した明るいまちづくり」と題し、シートベル

ト着用の大切さや飲酒運転の危険性などについてわかりや

すく講演があり、参加者は真剣な眼差しで話に耳を傾けて

いました。 

　春の訪れを感じさせるあたたかい日差しが差し込んだ３

月７日、平成19年度自衛隊入隊者激励会が役場小会議室

で行われました。会には、自衛隊家族会西原支部などの関

係者約10人が出席し、この春高校を卒業したばかりの本

年度入隊予定者４人を激励しました。 

　自衛隊OBをはじめとする関係者から、「全国から集ま

る隊員の中で生涯の友をつくり、訓練を重ねて立派な隊員

へ成長してください。」と記念品とともに激励の言葉を送

られ、４人は少し緊張した面持ちながらも笑顔で応えてい

ました。 

【新団長】田上省冶　　【新副団長】松本　昭 
【新分団長】１分団 桂　英雄　５分団 酒井祐治 
　　　　　　７分団 山野和敏　８分団 松下公夫 
【新入団員】（数字は分団） 
（１）藤田和也　（２）平江茂雄　（３）武田壮功 
（４）高濱智行　松永健太　清崎爵臣 
（５）村上幸多朗　山崎雅幸　森上裕也　津留悠人 
　　　樋口拓郎 
（６）園田勇樹　（７）下田健一朗 
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男
女
混
合
の
部
優
勝
　 

中
村
組 

▲
 

　３月21日、地域福祉センター「のぎく荘」で平成19年度熊

本県社会福祉功労者表彰伝達式が行われ、緒方ヨシノさん（滝）

が加藤村長から表彰状を手渡されました。 

　これは、熊本県知事が社会福祉の向上に著しい功績があっ

た方を表彰するものです。緒方さんは、民生委員・児童委員

としての長年にわたる活動と地域社会福祉の向上に貢献され

た功績が認められ、このたびの受賞となりました。おめでと

うございます。 

　現在熊本城一帯で、築城400年祭「エピローグ～未来へ～」

が５月６日まで開催中です。その幕開けとなるイベント「熊

本太鼓 大響演～大地・伝統・魂の響き～」が、３月22日に

開催され、にしはら夢運太鼓が出演しました。 

　会場となった熊本城笹園には、熊本県太鼓連盟の太鼓打

ち400人が集結し、総太鼓をはじめ本丸御殿の落成を祝う

にふさわしい太鼓演奏が披露されました。青空の下、夢運

太鼓メンバーも堂々たるバチさばきを見せていました。 

　にしはら保育園では、村内で低減農薬・有機栽培された

作物を給食に使用する“地産地消”に向け、取り組みを始

めています。そして、３月18日に１年目の反省会を兼ねて、

生産者や納入業者の方々と園児との交流食事会が実施され

ました。 

　お客さんを迎え、初めだけちょっと緊張気味の園児たち

でしたがだんだんと話も弾み、今回食事会に参加された皆

さんは、おいしい給食を楽しそうに食べる園児たちを微笑

ましい眼差しで見つめていました。参加者の一人は、「住

民さんの協力をお願いし、今後も活動の輪を広げていきた

い。」と話されていました。 

　西原村バレーボール協会主催

の春季ソフトバレー大会が、４

月５日にトレーニングセンター

で開催され、総勢８チ－ムが参

加しました。 

　熱戦が繰り広げられた結果、

女子の部・男女混合の部ともに、

昨年秋季大会の優勝チームが２

連覇を果たしました。 

　７月には夏季大会が予定され

ています。 

熊本県社会福祉功労者表彰 

春季ソフトバレー大会 

表
彰
を
受
け
る
緒
方
さ
ん 

▲
 

女
子
の
部
優
勝
　 

マ
リ
ー
ン 

▲
 

熊本城築城400年祭 

築
城
４
０
０
年
祭
で
演
奏 

す
る
夢
運
太
鼓 

▲
 

生産者らとの交流食事会 

交
流
食
事
会
の
よ
う
す 

▲
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　今回で９回目を迎える「平成19年度にしはらむらフォト

コンテスト」の結果が発表され、４月16日に役場大会議室

で表彰式が行われました。 

　西原村主催、俵山交流館「萌の里」共催のコンテストに

は62作品の出展があり、役場２階特設会場に展示された作

品を職員や来庁者が審査投票し、14作品が入賞しました。

式では、加藤村長から入賞者一人ひとりに表彰状と副賞が

贈られました。なお、特選と準特選の作品を今月号最終ペ

ージで紹介しています。 

　２月９、10日に長崎県島原市の島原復興アリーナで、第

53回全九州社会人バドミントン選手権大会が開催されました。

レベルの高い試合が展開された大会で、永野知一さん（小野）

が持ち前の粘り強いプレーで、男子30歳以上の部シングルス・

ダブルス（南阿蘇村の田所秀則さんとペア）ともに、見事

３位に入賞されました。 

　２月24日に高森中学校体育館で行われた阿蘇郡総合選手

権大会では、男子シングルスの部で永野知一さんが優勝、

男子ダブルスの部で山田孝さん（袴野）・山下幸之助さん（馬

場）ペアが３位、女子ダブルスの部で桂美和さん（葛目）

が優勝の栄冠を手にしました。 

　３月22日、にしはら保育園で卒園式が、24日に

は河原・山西の両小学校で卒業証書授与式が行われ

ました。河原小では、清村勢津子校長から一人ひと

りに卒業証書が手渡され、卒業生が体育館いっぱい

に響き渡る大きな声で将来の夢を語りました。 

　そして、「夢は努力の原動力です。努力を惜しま

ずまっすぐに成長してください。」と校長式辞があり、

卒業生16人が６年間過ごした学び舎を巣立ってい

きました。この春卒業・卒園した児童及び園児数は

次のとおりです。 

河原小学校　　　男子6人 　女子10人 計16人 

山西小学校　　　男子27人 女子23人 計50人 

にしはら保育園　男子27人 女子16人 計52人 

フォトコンテスト表彰式 

保育園卒園式・小学校卒業式 

全九州社会人バドミントン選手権大会 

表
彰
式
の
よ
う
す 

▲
 

にしはらむらフォトコンテスト結果（敬称略） 
特　選　「晩秋の滝」　宮本典房（熊本市） 
準特選　「白糸の滝」　田中富美穂（八代市） 
　　　　「田植え体験の母子」　浦津辰男（宇城市） 
萌の里賞「冬あかり点灯」　与古田弘（大津町） 
入　選　「暮色」　永村喜吉（熊本市）  
　　　　「朱に染まる西原」　藤井聡（益城町） 
　　　　「清」　武内雅成（益城町） 

入　選　「宮山の千枚田」　志賀孝子（大津町） 
　　　　「白糸の滝・光芒」　丸山尚美（熊本市） 
　　　　「光跡」　河本泉（大津町） 
　　　　「あかりのダンス」　与古田弘（大津町） 
　　　　「Ⅹ橋の見える丘」　志賀質（大津町） 
　　　　「高原に咲くコスモス」　寺本勲（熊本市） 
　　　　「野焼き見物の若者」　岡田和子（宇城市） 

に
し
は
ら
保
育
園 

▲
 

河
原
小
学
校 

▲
 

山
西
小
学
校 

▲
 

入
賞
し
た
永
野
さ
ん 

▲
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西
原
村
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
か

ら
村
内
小
中
学
校
の
夏
休
み
を
８
月
24
日

ま
で
と
い
た
し
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
学
校
教
育
の
多
様
化
に
対
応

し
た
授
業
時
間
の
確
保
を
目
的
と
し
、
具

体
的
に
は
次
の
よ
う
な
事
項
等
へ
の
対
応

策
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。 

１
、
不
測
の
事
態
に
よ
る
臨
時
休
業
対
応

の
授
業
時
間
確
保 

　
台
風
や
大
雨
、
異
常
気
象
、
流
行
性
疾

患
に
よ
る
臨
時
休
業
、
そ
の
他
不
足
の
事

態
に
よ
る
臨
時
休
業 

２
、
保
・
小
・
中
連
携
に
よ
る
教
職
員
指

導
力
強
化
の
た
め
の
授
業
時
間
確
保 

　
学
校
間
交
流
授
業
、
学
校
間
相
互
の
研
究

授
業
の
実
施
、
保
育
園
・
学
校
間
相
互
訪
問 

３
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
の
た
め

の
授
業
時
間
確
保 

　
学
社
融
合
や
授
業
参
観
と
保
護
者
懇
談

の
充
実 

４
、
学
級
活
動
以
外
の
特
別
活
動
の
た
め

の
授
業
時
間
確
保 

　
児
童
会
・
生
徒
会
活
動
、
集
団
宿
泊
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
充
実 

５
、
教
職
員
の
ゆ
と
り
の
確
保 

　
学
校
現
場
の
複
雑
多
様
化
へ
の
対
応 

６
、
学
習
指
導
要
領
等
の
改
善
に
よ
る
授

業
時
間
の
確
保 

     

（
山
西
小
学
校
区
か
ら
河
原
小
学
校
に
通

学
で
き
る
制
度
で
す
。）
　 

小
規
模
特
認
校
制
度
と
は
？ 

１
、
制
度
の
趣
旨
と
目
的 

　
小
規
模
校
の
特
徴
や
豊
か
な
自
然
環
境

と
、
地
域
の
人
々
の
心
の
つ
な
が
り
を
生

か
し
、
生
命
愛
・
自
然
愛
・
郷
土
愛
の
醸

成
を
図
り
、
体
験
活
動
や
交
流
活
動
を
通

じ
て
、「
豊
か
な
心
」
や
「
生
き
る
力
」

を
培
い
た
い
と
い
う
保
護
者
の
希
望
が
あ

る
場
合
に
、
一
定
の
条
件
を
付
し
、
西
原

村
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」

と
い
う
。）
が
指
定
し
た
学
校
に
つ
い
て

通
学
区
域
外
（
西
原
村
内
に
限
る
）
か
ら

の
就
学
を
認
め
る
制
度
で
す
。 

２
、
入
学
・
転
学
の
考
え
方
　
　 

　
児
童
の
通
学
校
指
定
は
、
教
育
委
員
会

が
定
め
た
通
学
区
域
に
よ
り
、
学
校
を
指

定
し
ま
す
が
、
小
規
模
特
認
校
制
度
は
、

保
護
者
が
そ
の
趣
旨
と
目
的
に
従
い
、
小

規
模
校
の
有
す
る
特
色
あ
る
環
境
の
中
で

児
童
に
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と
い
う
場

合
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
保
護
者

の
希
望
の
み
で
就
学
す
べ
き
学
校
の
変
更

を
認
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
従
っ
て
、
保
護
者
が
入
学
・
転
学
を
希

望
す
る
場
合
は
、
小
規
模
特
認
校
制
度
の

趣
旨
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
、

河
原
小
学
校
に
限
り
認
め
る
も
の
で
す
。 

３
、
入
学
・
転
学
に
つ
い
て
許
可
条
件
が

あ
り
ま
す 

    

【
問
合
せ
先
】
西
原
村
教
育
委
員
会 

０
９
６
‐
２
７
９
‐
４
４
２
４ 

平
成
21
年
度
か
ら 

河
原
小
学
校
を
小
規
模
特
認
校 

と
し
て
指
定 

小
中
学
校
の
夏
休
み
を
短
縮 

差押物件公売のお知らせ 差押物件公売のお知らせ 
　西原村では村税滞納処分の一環として、差し押

さえた動産を次の日程により公売します。入札に

参加してみませんか。 

 

公売日　　５月20日（火） 

受付時間　午前９時30分～午前10時 

場所　　　西原村役場　会議室 

公売物件　平成10年式 スズキ キャリートラック 

　　　　　（走行距離83,205ｋｍ） 

下見会　西原村役場　駐車場　 

　　　　5月13日（火）　午前９時～午前10時 

【問合せ先】役場税務課 徴収係 　279‐3111
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「男女共同参画社会」は 
みんなが住みやすい 
社会です！ 

「男女共同参画社会」は 
みんなが住みやすい 
社会です！ 

西原村標準小作料の 
改定について 

Ｑ．男女共同参画社会とはどういうもの
ですか？ 

Ａ．男性も女性も性別によって生き方がきめら

れるのではなく、自分の個性や能力に応じて

様々な生き方を選択することができる社会の

ことで、老若男女共同参画社会とも言えます。 

　男女共同参画社会の実現は、「21世紀のわ

が国社会を決定する最重要課題」（男女共同

参画社会基本法）に位置づけられている重要

なテーマです。 

　平成15年度に定められました農地の標準小作料が、

今年度より次のとおり改定されました。 

　標準小作料とは、農地の貸し手と借り手で小作料

の話がまとまらない場合を想定し、農地の自然的条件・

利用上の条件等をふまえ農業委員会が定めた小作料

です。 

　必ずしもこの小作料で契約をしなければならない

ものではありません。詳しいことは、役場産業課農

業委員会事務局へお尋ねください。 

　なお、この標準小作料は平成20年４月１日から適

用されます。 

Ｑ．いまの社会は男女共同参画社会では
ないのですか？ 

Ａ．日本では男女平等を実現するために法律や

制度はできていますが、実際には性差別、性

別による固定的役割分担、偏見などが依然と

して残っています。特に女性については、国

際的に見ると社会進出が遅れた国となってい

ます。 

Ｑ．男女共同参画によって何がどう変わ
るのですか？ 

Ａ．性差別、性別による固定的役割分担、偏見

などを見直すことにより、社会や個人は次の

ようになります。 

　男ばかりで物事を決めてきたところに女性

が参画するようになり、多様な意見や価値観

を踏まえた判断が可能となります。 

　職場に女性が進出し、男性も女性も、仕事

と個人生活とのバランスがとれた働き方がで

きるようになります。 

　家庭や地域活動に男性が参画することによ

り、地域活動が活発になり、子どもたちや高

齢者などが暮らしやすいまちづくりが進みま

す。そして、「男だから」「女だから」と性

別によって生き方をきめつけられることなく、

個性や能力に応じて様々な生き方が選べるよ

うになります。 

熊本県「男女共同参画ガイドブック」より 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

農業委員会への申請 
　現在、農業委員会への申請の受付は、奇数月の15

日までとしていますが、締切日ぎりぎりの提出が増

えてきています。 

　そのため、内容確認・調査等により協議が必要な

場合は、提出された日に受付ができず、委員会に掛

けることができない場合がありますので、早めに申

請書の提出をお願いいたします。 

　なお、５月の農業委員会への申請受付の締切は、

５月15日（木）です。農地の売買・貸し借り・転

用等を計画されている方は地元農業委員か産業課農

業委員会事務局まで早めに連絡をお願いします。 

　農業委員会開催日は５月26日（月）の予定です。 

【問合せ先】農業委員会事務局（役場産業課内） 

　　　　　　　279‐4396

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

23,000

単位：円 

18,000

11,000

15,000

13,000

10,000

20,000

田
の
部 

畑
の
部 

15,000

10,000

15,000

13,000

10,000

上 

農地の区分 

圃場整備済の地区 

圃場未整備の地区 

（平坦部） 

圃場未整備の地区 

（中山間地域） 

圃場整備済の地区 

圃場未整備の地区 

（平坦部） 

圃場未整備の地区 

（中山間地域） 

改訂後 改訂前 

中 

下 

上 

中 

下 
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（
上
段
右
よ
り
） 

教
　
諭
　
岩
本
　
貞
子 

教
　
諭
　
土
井
　
　
淳 

教
　
諭
　
古
川
　
　
忠 

教
　
諭
　
上
田
　
武
満 

教
　
諭
　
栗
原
　
和
孝 

講
　
師
　
山
田
　
修
平 

教
　
諭
　
津
田
　
裕
之 

（
中
段
右
よ
り
） 

教
　
諭
　
野
口
　
安
信 

調
理
師
　
西
岡
　
富
子 

調
理
師
　
長
谷
川
智
香
枝 

講
　
師
　
片
山
　
ゆ
き 

教
　
諭
　
川
原
美
代
子 

事
務
職
員
　
中
山
喜
久
子 

栄
養
教
諭
　
平
野
　
郁
代 

養
護
教
諭
　
緒
方
　
芳
美 

　
教
　
諭
　
石
井
　
志
保 

（
下
段
右
よ
り
） 

　
教
　
諭
　
中
村
　
育
栄 

　
教
　
諭
　
嶋
野
　
壽
美 

　
教
　
諭
　
赤
尾
　
　
薫 

　
校
　
長
　
田
上
　
利
昭 

　
教
　
頭
　
楠
田
　
明
弘 

　
教
　
諭
　
平
川
美
知
枝 

　
教
　
諭
　
萩
生
　
蘇
代 

　
教
　
諭
　
荒
川
　
美
衣 

山
　
西
　
小
　
学
　
校 

（
上
段
右
よ
り
） 

　
講
　
師
　
村
上
す
ず
子 

事
務
職
員
　
今
村
　
恭
子 

養
護
教
諭
　
荒
牧
亜
紀
子 

心
の
教
室
相
談
員 

　
　
　
　
　
原
川
　
純
子 

　
調
理
師
　
堀
田
ミ
ツ
カ 

　
調
理
師
　
野
田
　
弘
子 

（
中
段
右
よ
り
） 

　
教
　
諭
　
中
尾
　
隆
博 

　
教
　
諭
　
小
林
　
美
幸 

　
教
　
諭
　
前
田
　
朱
美 

　
教
　
諭
　
増
永
　
善
久 

　
講
　
師
　
岩
代
　
大
助 

　
教
　
諭
　
野
村
　
恒
平 

Ａ
Ｌ
Ｔ
　
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・

ス
コ
ッ
ト
・
ペ
ナ
ー 

（
下
段
右
よ
り
） 

　
教
　
諭
　
北
村
　
太
理 

　
教
　
諭
　
古
賀
　
元
博 

事
務
主
幹
　
日
野
　
育
夫 

　
教
　
頭
　
井
上
　
利
之 

　
校
　
長
　
平
塚
　
勝
一 

　
教
　
諭
　
佐
藤
　
通
彦 

　
教
　
諭
　
中
村
さ
お
り 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

　
　
　
　
　
向
野
　
彰
子 

西
　
原
　
中
　
学
　
校 

（
上
段
右
よ
り
） 

　
教
　
諭
　
野
上
　
雅
志 

　
教
　
諭
　
本
田
小
百
合 

（
中
段
右
よ
り
） 

　
教
　
諭
　
梅
本
　
麻
美 

養
護
教
諭
　
藤
嶋
由
紀
子 

　
教
　
諭
　
宮
本
　
　
大 

　
教
　
諭
　
木
下
　
琢
磨 

　
教
　
諭
　
松
本
　
克
己 

（
下
段
右
よ
り
） 

　
教
　
頭
　
古
川
　
公
雄 

　
校
　
長
　
合
志
　
正
輝 

　
教
　
諭
　
森
田
　
朋
子 

事
務
主
任
　
土
井
　
一
宏 

河
　
原
　
小
　
学
　
校 

小・中学校の先生を紹介します 小・中学校の先生を紹介します 小・中学校の先生を紹介します 
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平成20年度西原村役場職員事務分掌表 平成20年４月１日現在 

村　　　長 

収　入　役 

参　　　事 

 

課　　　長 

審議員（係長） 

審議員（係長） 

主幹（係長） 

 

主　　　幹 

主　　　幹 

 

主　　　幹 

 

 

 

主　　　幹 

参　　　事 

参　　　事 

 

 

参　　　事 

参　　　事 

 

主　　　事 

課　　　長 

主幹（係長） 

主幹（係長） 

主　　　幹 

主　　　幹 

参　　　事 

主　　　事 

主　　　事 

課　　　長 

審議員（係長） 

主幹（係長） 

 

主幹（係長） 

主　　　幹 

 

主　　　幹 

参　　　事 

 

参　　　事 

参　　　事 

 

参　　　事 

 

参　　　事 

主　　　事 

主　　　事 

 

主　　　事 

加藤　義明 

永田陸史郎 

園田　文恵 

 

東　　政臣 

片島　信幸 

佐藤　光弘 

松浦　哲也 

 

松永　政範 

秋山　敏郎 

 

須藤　　博 

 

 

 

米口三喜男 

宮田　基弘 

吉井　　誠 

 

 

山田　　孝 

秋吉　蘭子 

 

佐々木由美 

矢野富士男 

塚元　利文 

堀田　直孝 

廣瀬　龍一 

林田　浩之 

廣瀬　　太 

藤川　和幸 

岩本　千波 

河上　勝彦 

海東　義朗 

高本　孝嗣 

 

吉田　光範 

南利　孝文 

 

松下　公夫 

堀田　隆二 

 

中西　　聡 

岩下源一郎 

 

堀田　和也 

 

坂本　英和 

村上　文英 

松永　誠司 

 

山下幸之助 

 

 

一般会計､簡易水道会計､国保会計､ 

老人保健､介護保険会計 

課の総括 

財政全般､監査事務　【GL】 

総務全般､選挙､防災 

情報政策全般､企画振興全般､土地 

利用､企業誘致､入札事務　【GL】 

交通､防犯､入札事務､庁舎管理 

総務全般､自衛隊募集､公用車管理､ 

事業系ゴミ収集 

商工､観光､各種イベント､辺地共聴設備 

事業､地域づくり､開発行為、消費者行政､ 

公益通報者保護､阿蘇DC､総合計画､各 

種計画、多重債務相談､宝くじ事業 

財政､財産管理､起債管理､公営住宅 

総務課付　阿蘇地域振興デザインセンター派遣 

電算事務､山村振興、中山間地活性 

化､新エネルギー､入札事務、情報公 

開､個人情報保護 

防災､消防､選挙､庁舎管理､国民保護 

給与､共済､選挙､文書管理､職員福 

利厚生、防災無線､用度品管理 

広報､統計調査 

課の総括 

住民税､法人税　【GL】 

固定資産税､国保､徴収全般 

固定資産税（家屋､償却資産） 

固定資産税（土地） 

国民健康保険税 

徴収全般 

住民税､たばこ税､軽自動車税､入湯税 

課の総括､農業委員会総括 

土木建築全般､水道全般　【GL】 

経済係総括､農業振興全般（担い手振興）､ 

農業振興整備計画､農業委員会　【GL】 

地籍調査全般 

経済係全般､農業振興全般（農作物振興）､ 

ほ場整備関連全般､農地水環境保全向上対策 

地籍調査全般 

畜産振興､中山間地等地域直接支払 

制度事業 

公共土木､公共土木災害､建築全般 

農業委員会､農業振興整備計画事業､ 

農業担い手振興 

県営農道整備､団体営事業､ダム､た 

め池整備､農地等災害､原材料支給 

林業振興､水田営農 

工業用水道､合併浄化槽設置事業 

簡易水道､地下水保全､水資源対策､ 

熊本地下水基金 

地籍調査全般 

職　　名 担　当　事　務 課 氏　　名 職　　名 担　当　事　務 課 氏　　名 

総
　
　
　
　
　
　
務
　
　
　
　
　
　
課 

税
　
　
　
務
　
　
　
課 

事務局長 

参　　　事 

課　　　長 

 

審議員（係長） 

 

主幹(係長） 

 

 

保健師（主幹） 

 

主　　　幹 

保健師（主幹） 

 

主　　　幹 

参　　　事 

参　　　事 

主　　　事 

主　　　事 

 

主　　　事 

保　健　師 

 

主　事　補 

 

社 協 出 向 

園長（審議員） 

副園長（主幹） 

保育士（主幹） 

保育士（主幹） 

保育士（参事） 

保　育　士 

保　育　士 

保　育　士 

調　理　師 

調　理　師 

調　理　師 

教　育　長 

事務局長（審議員） 

主幹（係長） 

主　　　幹 

参事(学芸員) 

主　　　事 

 

調　理　師 

調　理　師 

 

調　理　師 

調　理　師 

 

調　理　師 

調　理　師 

西村　精記 

手嶋　満子 

森永　和紀 

 

中村　義光 

 

藤吉　昌也 

 

 

池田　由香 

 

槇原加奈子 

蒲池　近江 

 

小栗　　優 

久野　　太 

矢野　智子 

倉田　英之 

須藤　将吾 

 

坂本　考幸 

山下美由紀 

 

平方　彩華 

 

中野美恵子 

玉永多水子 

久保田百合 

園田久美代 

前川ちずる 

野口　純代 

北村喜代美 

田上　桃子 

大原　夏彦 

秋吉　節代 

中島美代子 

藤本みどり 

曽我　敏秀 

泉田　元宏 

西山　春作 

坂園まゆみ 

小谷桂太郎 

大島　智子 

 

西岡　富子 

長谷川智香枝 

 

米田みち子 

南　ふみよ 

 

堀田ミツカ 

野田　弘子 

議会事務局の総括､議会広報､監査事務 

議会庶務全般､監査事務庶務､議会広報 

課の総括､地域包括支援センター総 

括､民生児童委員､人権､献血 

住民係総括､環境衛生係の総括､戸 

籍全般　【GL】 

健康福祉の総括､老人福祉､生活保護､災害救 

助､次世代育成､社会福祉協議会関係、介護予 

予防､福祉センター等の維持管理 

健康づくり､特定検診､特定保健指導､ 

母子保健事業､介護訪問調査 

障がい福祉､援護､障がい者自立支援 

母子保健事業､健康づくり､精神障が 

い者保健､介護訪問調査 

国民健康保険資格､給付､保健事業 

後期高齢者医療業務､国民年金､老人医療 

戸籍､住民基本台帳 

介護保険事業､介護予防 

健康づくり関係（事務）､放課後児童 

健全育成､国民健康保険資格、給付 

環境衛生全般､乳幼児医療 

地域包括支援センター業務全般､ 

介護予防､健康づくり 

児童手当､児童扶養手当､母子父子 

医療､母子寡婦福祉 

地域包括支援センター業務全般 

園の総括､園内総務 

園内総務　保育士の総括　【GL】 

３歳児担当 

４歳児担当 

５歳児担当 

２歳児担当 

１歳児担当 

５歳児担当 

 

 

 

教育委員会の総括 

事務局の総括､学校教育全般　【GL】 

社会教育全般､公民館活動､男女共同参画 

学務全般 

文化財保護､村史編纂､公民館活動､図書関係 

社会体育全般 

議
会 収

入
役
室 

住
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課 

に

し

は

ら

保

育

園

 

教
　
育
　
委
　
員
　
会 

産
　
　
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
　
　
課 

山西小学校 

河原小学校 

西原中学校 

※【GL】はグループリーダーの略 
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平成20年度 平成20年度 生涯学習講座受講生募集 
　平成20年度の生涯学習講座を下記のとおり開催計画しています。受講を希望される方は、５月23日（金）
までに教育委員会へお申し込みください。重複しての受講もできます。皆さまお誘いあわせの上、多くの方の受
講をお待ちしています。 
 ※申込みが一定数に 満たない場合には、開講できない場合もあります。 
 ※開催期日等に ついては、講師等の都合により変更になることもあります。 
 ※参加料 として年間1,000円をいただきます。 
 ※ ６月中旬に構造改善センターで合同開校式を予定しています。 

生涯学習講座　　生きがいさがし、仲間づくり、目的に応じて新しい自分を発見しましょう！ 

愛好会活動　　各愛好会の皆さんが自主的に活動しています。あなたも仲間になりませんか。 

講　座　名 代表者名 開　催　日 場　　　所 開　催　時　間 

愛 好 会 名  代表者名 開　催　日 場　　　所 開　催　時　間 

読み聞かせ愛好会 

生 花 愛 好 会  

文 化 財 愛 好 会  

ダ ン ス 愛 好 会  

緒方　清子さん 

首藤　福丸さん 

堀田　由隆さん 

森下　明子さん 

第3月曜 

月1回随時 

第2・3・4水曜 

毎週水・金曜（読聞かせ） 
第１水曜（勉強会） 

午後7時30分から 

内容に応じ随時 

午後7時30分から 

随　　時 

中央公民館図書室 

中央公民館・現地 

のぎく荘 

小学校 
中央公民館図書室 

太 鼓 教 室  
夢運太鼓のみなさん 毎週水曜 午後７時30分から トレーニングセンター 

小学生対象。夢運太鼓のメンバーが指導。太鼓を楽しくたたいてみませんか。 

英 会 話 教 室  
ジェイソン　ペナーさん 毎週木曜 午後８時から 構造改善センター 

外国人の先生による日常会話を中心とした「生きた英語」を学んでみませんか。初心者歓迎 

気 功 太 極 拳  
上村　敏江さん 第２・４木曜 午後７時30分から 構造改善センター 

心静かに呼吸はゆったりと動きはしなやかに。気功太極拳で心と体をリフレッシュしませんか。 

生 花 教 室  
秋吉　淳子さん 
柴尾由美子さん 

秋吉　淳子さん 
中島　典子さん 

第２・４木曜 午後２時・午後７時 構造改善センター 

未生流の伝統ある生花をお宅に飾ってみませんか。基本からの指導です。（子ども可） 

茶 道 教 室  
第１・３日曜 午後１時から 構造改善センター 

お抹茶のいただき方だけでもお稽古しませんか。（椅子にかけたままでも可）（子ども可） 

布 遊 び  

デ コ パ ー ジ ュ  

ア ロ マ ＆ ハ ー ブ  

上妻　るみさん 切り抜いた紙の裏に粘土の詰め物をして立体的に仕上げる技法です。 

高本　綾さん 簡単な小物や洋服等を作る講座です。初心者の方、大歓迎です。 

高木　志保さん 精油やハーブを使った簡単なホームケアが学べる教室です。 

エアロビクス教室 
岩永いずみさん 第１～第４木曜（約6ヶ月間） 

ハ ン ド メ イ ド セ ラ ピ ー 教 室  第1～4水曜（6ヶ月間） 午後７時から 構造改善センター 

午後８時から 村民体育館 

リズミカルに体を動かして、ストレスを発散し、運動不足を解消しませんか！ 

合 気 道 教 室  
米本　一昭さん 第１～第４日曜（約6ヶ月間） 午後３時から 村民体育館（柔道場） 

正しい姿勢を確認し、丹田力、呼吸力で気を導き、万物と調和・融合する武道です。（子ども可） 

３ B 体 操  
安武　洋子さん 第１～第４水曜（約6ヶ月間） 午後８時から 構造改善センター 

「健康で美しく、安らかな心を持ち、美しく老いていく」ベル・ボール・ベルトを使った健康体操です。 

お問合せ・お申込みは教育委員会まで　　279‐4424
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　身体または知的・精神に重度の障害があり、日常生活
に常に介護を必要とする20歳未満の重度障がい者（児
童福祉法等に定める施設に入所しているかまたは障害
を支給事由とする年金たる給付で政令において定める
ものを受給している者を除く。）に対し手当を支給します。 

　身体または知的・精神に重度の障害があり、日常生活
に常に介護を必要とする20歳未満の重度障がい者（児
童福祉法等に定める施設に入所しているかまたは障害
を支給事由とする年金たる給付で政令において定める
ものを受給している者を除く。）に対し手当を支給します。 

　20歳未満で、身体または知的・精神に中
度以上の障害を持つ児童を養育している
父もしくは母、又は父母に代わって養育し
ている方に手当を支給します。 

障がい者の方への手当 障がい者の方への手当 障がい者の方への手当 
障がい者の方への手当には次の 
ようなものがあります。 

《相談窓口》役場住民課健康福祉係　　279‐4397 
　　　　　　阿蘇福祉事務所・阿蘇地域振興局 福祉課　 
　　　　　　　0967‐32‐0535

●障害児福祉手当　　相談窓口　⇒　福祉事務所・市町村 

●特別障害者手当　　相談窓口　⇒　福祉事務所・市町村 

<手当額> 月額14,380円 
※平成19年度の額です。 
※手当は、２月、５月、８月、11月に、それぞれ前月までの３
　ヶ月分を支給します。 
※障害の状態は、原則として専用の診断書により審査する
　こととなります。 
※所得制限があります。 

<手当額> 月額26,440円 
※平成19年度の額です。 
※手当は、２月、５月、８月、11月に、それぞれ前月までの３
　ヶ月分を支給します。 
※障害の状態は、原則として専用の診断書により審査する
　こととなります。 

<手当額>平成19年度の額です。１級：１人 月額50,750円 
 　　　　　　　　　　　　　2級 ：１人 月額33,800円 
※所得制限があります。 
※手当は、４月、８月、11月にそれぞれ前月（11月は当月）までの４ヶ月分
　を支給します。 

1 

2 

3

障害の状態 

9 

 

10

～
 

両眼の視力の和が0.02以下のもの 

両上肢の機能に著しい障害を有するもの 

両耳の聴力が補聴器を用いても音声を識別 
することができない程度のもの 

精神の障害であって、前各号と同程度以上と認められ 
る程度のもの 

身体の機能の障害若しくは病状又は精神の障害が重 
複する場合であってその状態が前各号と同程度以上 
と認められる程度のもの 

●特別児童扶養手当　　相談窓口　⇒　県地域振興局福祉課・市町村 

1

2

3

障害の状態 障害の程度 

10 

 

11

1級 ～
 

～
 

両眼の視力の和が0.04以下のもの 

両上肢の機能に著しい障害を有するもの 

両耳の聴力レベルが 100デシベル以上のもの 

精神の障害であって、前各号と同程度以上と 
認められる程度のもの 

身体の機能の障害若しくは病状又は精神の障
害が重複する場合であって、その状態が前各号
と同程度以上と認められる程度のもの 

1

2

3

障害の状態 障害の程度 

10 

 

11

2級 ～
 

～
 

～
 

両眼の視力の和が0.08以下のもの 

平衡機能に著しい障害を有するもの 

両耳の聴力レベルが90デシベル以上のもの 

精神の障害であって、前各号と同程度以上と 
認められる程度のもの 

身体の機能の障害若しくは病状又は精神の障
害が重複する場合であって、その状態が前各号
と同程度以上と認められる程度のもの 
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◆期日：７月２日（水）～７月８日（火） 
　※地区ごとに日程を振り分ける予定です。 

◆場所：構造改善センター 

◆健診内容と料金 

こんにちは住民課です 
　　279‐4397

　平成20年度住民健診を次のとおり実施します。申込書は

衛生班長さんなどを通じて配布してありますが、届いてい

ない方や、変更のある方も申込みを受付けておりますので、

役場住民課までご連絡ください。 

　これまで行ってきた基本健診は廃止され、国民健康保険や社会保険などの医療保険者が特定健診・特定保健指

導を実施します。脳卒中や心疾患等の生活習慣病のおおもととなるメタボリックシンドロームを発見する新しい

健診で、メタボ該当者や予備群の方へ保健指導を行います。対象者は40～74歳までの方です。 

　西原村国民健康保険の方は、村から特定健診の受診券が後日配布されます。特定健診も上記のがん検診と同日

に実施します。健診当日は受診券と健康保険証を持参して下さい。他の医療保険の方はお勤めの会社や各医療保

険者へご確認ください。 

　輝き大会では、皆さんと一緒に楽しい時間が

過ごせるように、楽しい種目（パン食い競争、

綱引き等）を用意しています。 

　どうぞ皆さんお気軽にご参加下さい！ 

日時：６月７日（土）９時20分～ 
場所：合志市総合センター 
　　　「ヴィーブル」総合体育館 

参加資格：菊池・阿蘇地区在住の知的障がい者の方
申込締切：参加者　　　　５月23日（金）まで
　　　　　ボランティア　５月 ９日（金）まで

　申込書は役場住民課健康福祉係にあります。

詳しくは、下記までお問い合わせください。 

【問合せ先】菊池・阿蘇ブロック大会事務局 
　　　　　　　096‐232‐2080（熊本菊陽学園） 

検診の種類 

結核・肺がん 

胃がん 

大腸がん 

腹部超音波 

骨粗しょう症 

子宮がん 

乳がん 
（超音波） 

乳がん 
（マンモグラフィー） 

対 象 者  

40才以上 

40才以上 

40才以上 

40才以上 

20才以上の女性 

20才以上の女性 

30才以上の女性 

30才以上の女性 

個人負担額 

500円 

1,400円 

500円 

1,000円 

1,200円 

1,100円 

800円 

1,400円 

検査の方法 

胸部レントゲン撮影をします。 

バリウムを飲んでX線撮影をします。 

※本年度より巡回ドック、施設ドックは実施しませんので上記の健診を受診しましょう。 
※料金の支払いは健診当日になります。（70才以上は半額。腹部超音波を除く） 

便を２日間採って、血液が混じってないかを 
調べます。 
肝臓・胆のう・すい臓・ひ臓・腎臓の形の変化 
（腫瘍・結石・腫れの有無）を調べます。 
骨の密度を診る検査です。腕や腰の骨を 
レントゲン検査します。 
子宮頸部の内視診及び細胞診。痛みや不快感 
は無く生理中の方も受診できます。 

乳がんの他に乳腺症・乳腺炎も発見できます。 

乳腺X線検査です。 
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子育て支援室 

　戸外にはさわやかな風と心地よい日ざしがあ
ふれています。散歩に出かけ、子どもと一緒に清々
しい気分を味わったり、楽しさを体全体で感じ
たりしてみましょう。 
　子育て支援センターに来ていた子どもたちが
たくさん保育園・幼稚園に入園し、園生活をス
タートさせ、友だちができて一緒に遊ぶ楽しさ
を味わっていると思います。帰宅してからはス

キンシップをしっかりとって、子どもたちの目
線に立って話をしっかり聞いてあげて下さいね。 
　子育て支援センターは、親・子どもたちの友
だち作りや話をする場等、ゆっくりとした時間
を過ごす空間としてたくさんの方が利用されて
います。まだ来られたことがない方もぜひ気軽
に支援センターに足を運んでみて下さい。お待
ちしています。 

○育児教室・子育て支援合同活動「記念品を作ろう！」 

にしはら保育園子育て支援センター 

備えあれば… 

No 31 【住宅用火災警報器】 

【問合せ先】 役場総務課 防災係　　279-3111

自分自身の防災力を高めましょう。 

　昨年に引き続き、講師に人形作家の播正ますみ先生を
お招きして、粘土製作をご指導いただきました。今回は
パフェと動物（ダルメシアン）の製作に挑戦しました。 
　色をまぜ合わせ、こねたりする部分を子どもたちがお
手伝いしてくれ、お花やフルーツなどの粘土を盛りつけ
てとても素敵なパフェが完成しました。 
　ダルメシアンの方は、部分的に難しい箇所があり苦戦
されていましたが個性あふれるかわいいダルメシアンが
できあがりました。皆さんにとても喜んでもらえて本当
によかったと感じました。 

　東義秋前消防団長の任期満了に伴い、４月１日に加藤
村長より新団長として田上省治さん（古閑）が任命の辞
令を受けられました。 
　田上省治新消防団長は、昭和58年４月に消防団に入
団して副分団長、分団長を歴任し、平成18年４月に副
団長に就任、２年間の任期を終えてこの度、団長に就任
されました。 
　田上団長は「消防団は縦社会です。分団長また班長の
指揮の下、団員の育成に取り組み、地域の安全･安心を
守って頂きたい。」と抱負を語られました。 
　また同日、田上団長より副団長として松本昭さん（下
古閑）が任命されました。地域に密着した消防団を目指
す、田上団長以下254名（内女性消防団員６名）の西原
村消防団です。 

　平成18年6月より新築住宅には、住宅用火災警報
器の設置が義務付けられています。また平成23年6
月からは既存の住宅にも、住宅用火災警報器の設置
が義務付けられます。 

　他市町村では住宅用火災警報器の設置義務化に伴
い、悪徳業者による訪問販売等が行われた例があり
ます。疑問に感じることがあれば、地元消防団または
役場までご連絡下さい。 

西原村消防団長新たに！ 西原村消防団長新たに！ 西原村消防団長新たに！ 

田
上 

省
治 

団
長 

■
住
宅
用
火
災
警
報
器 

松
本
　
昭 

副
団
長 

　
量
販
店
等
に
も
販
売
し
て

あ
り
ま
す
の
で
適
正
価
格
を

ご
確
認
下
さ
い
。 
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総務課情報政策係 279-3112

　
１
月

　
１
月
24
日
に
行
わ
れ
た
、
お
誕
生
学
級
に
お

日
に
行
わ
れ
た
、
お
誕
生
学
級
に
お

邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！

む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！ 

　
１
月
24
日
に
行
わ
れ
た
、
お
誕
生
学
級
に
お

邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！ 

 新次郎さん･堅代さん（桑鶴） 

これからも元気に育ってね。 

智さん・沙代子さん（高遊東） 

さくらお姉ちゃん！これからも
いっぱいあそぼうね！ 

清楓お姉ちゃん、いっぱいあ
そんでね！ 

信宏さん・淑恵さん（高遊西） 

義幸さん・清香さん（万徳） 

パパ、ママたくさんあそぼうね。 

西道　紗英 ちゃん 
にし みち さ え 

江藤　千陽 ちゃん 
え とう ち あき 

太田　新菜 ちゃん 
おお た にい な 

西田　舞楓 ちゃん 
まい か にし だ 

西原村の皆さん、こんにちは 
　こんにちは。みなさん、春を楽しんでいることと思います。
私も暖かくなった気候を満喫しています。そして桜の花がとて
もきれいですね。 
　出身地のカナダ、マニトバ州には桜がないので、とても目新
しく感じています。生徒児童の皆さんも春休みを満喫し、また
中学校で新たな顔触れとして皆さんに会え、とてもうれしいです。
また、新小学一年生も活気にあふれています。 
　今年一年、皆さんにとって良い年でありますように。そして、
しっかりと勉学に励んでくださいね！ 
　ジェイ　ペナー 

ALT　ジェイ　ぺナー 

　４月１日付けで新規採用された職員を紹介します。 

①誕生日 ②所属 ③趣味 ④住民の皆さんへ一言 

①昭和62年10月 
②住民課 健康福祉係 
③ピアノ、映画鑑賞、ドライブ 
④出身は天草市ですが、自然い
っぱいの西原村が大好きです。
分からないことも多いですが、
一生懸命勉強し西原村のため
に少しでもお役に立てるよう
がんばります。 

　３月31日付けで、坂田和博

さんが退職されました。 

　村民の皆さまには多年にわ

たり大変お世話になりました。 

退職職員のお知らせ 退職職員のお知らせ 退職職員のお知らせ 

ひらかた さい か 

平方　彩華 



～ さまざまな人権課題① ～ 
　私たちの身のまわりで起こっているいろいろな問題には、ど
のような人権問題があるのでしょう。 

熊本県人権センター　 

　　　096-384-5822 

熊本地方法務局人権擁護課 

　　　096-364-2192

【申込み・問合せ先】教育委員会　　279‐4424

いのちの教育 
教育委員会 279-4424
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　刑を終えて出所した人やその家族に対しては、

根強い差別意識があり、本人に更生の意欲があっ

ても、就職や住居の確保の際に差別されるなど、

現実は極めて厳しい状況です。 

　刑を終えて出所した人等が社会の一員として生

活できるためには、地域社会の理解と協力が不可

欠です。 

 

 

　北海道などに先住し、豊かで独自の伝統や文化

を持つアイヌの人々は、明治以降の同化政策の中

で、民族としての誇りを奪われることになりまし

た。今でも、アイヌの人々に対する理解が十分で

はないため、差別されることがあります。アイヌ

の伝統等についての知識を持ち、民族や文化の違

いに対する寛容さを育むことが必要です。 

 

 

 

 

　同性愛などの「性的指向」や、体の性と心の性

との食い違いにより、社会的に支障をきたす「性

同一性障害」に対する偏見があります。性のあり

方を固定的に判断し、少数派を特別視するのでは

なく、多様性を認める柔軟な考え方を持ち、理解

を深めて行くことが必要です。 

　教育委員会では、生涯学習の一環として
「生涯元気なにしはらづくり」をスローガ
ンに掲げ、昨年度からにしはら女性活動推
進協議会主催で、「にしはら女性元気セミ
ナー」を開設しています。 
　今年度は人との関わりの中で、人として
の「魅力づくり」について、５回の講演会
を計画しました。 
　女性に限らずどなたでも参加できますの
で、ぜひお申し込みいただきますようご案
内いたします。（５月23日（金）締切） 
 
＊セミナーは講演を中心に６月～11月まで
５回行います。 
＊５回の講演会は同一講師による継続性の
ある内容です。 

場所　構造改善センター 

時間　午後７時30分～午後９時 

講師　伊東暢子さん（大津町在住で魅力学インストラクター） 

刑を終えて出所した人等の人権 

アイヌの人々の人権 

平成20年度にしはら女性元気セミナー 

性的指向に係る人権問題 
性同一性障害 

第１回 

第２回 

第３回 

第４回 

第５回 

研修旅行 

６月７日 

７月５日 

８月２日 

10月４日 

11月１日 

７月～９月に実施 

若さの秘訣 

自分の可能性 

人を惹きつける話し方 

夢をかなえるための方法 

「幸せ」って？ 

グリーンツーリズム関係 

開催日（開催月の第１土曜日） テーマ（仮題） 
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県
立
美
術
館「
細
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

永
青
文
庫
展
示
室
」オ
ー
プ
ン
！ 

た
ん
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス
か
ら
作
品
出
展 

「
林
原
あ
さ 

う
つ
わ
展
」 

阿
蘇
郡
市
民
体
育
祭「
ボ
ウ
リ
ン 

グ
」の
予
選
会
に
つ
い
て 
平
成
20
年
度
調
理
師
試
験
の
実
施 

 
　
平
成
20
年
度
調
理
師
試
験
が
次
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。 

試
験
日
　
８
月
22
日
（
金
） 

会
場
　
熊
本
県
立
大
学 

受
験
資
格
　
中
学
校
卒
業
程
度
で
、
飲

食
店
や
給
食
施
設
等
で
２
年
以
上
の
調

理
実
務
経
験
の
あ
る
方 

願
書
受
付
　
６
月
９
日
（
月
）
〜
13
日

（
金
） 

願
書
配
布
　
各
保
健
所
、
県
庁
健
康
づ

く
り
推
進
課
等 

提
出
先
　
熊
本
市
外
の
県
内
居
住
者
↓

県
保
健
所
、
熊
本
市
居
住
者
↓
熊
本
市

保
健
所 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課 

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
０
８ 

　
熊
本
県
立
美
術
館
に
今
春
「
細
川
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
　永
青
文
庫
展
示
室
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
永
青
文
庫
（
東
京
）
の
絵
画
や
書
蹟
、

武
器
武
具
、
大
名
調
度
類
、
古
文
書
な

ど
国
宝
８
点
、
重
文
31
点
を
含
む
数
万

点
に
お
よ
ぶ
所
蔵
品
の
中
か
ら
、
名
品

を
順
次
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
開
館
記
念
展
「
細
川
歴
代
の
文
と
武

と
美
」
第
Ⅰ
部
（
７
月
６
日
ま
で
）
で

は
、
国
宝
《
時
雨
螺
鈿
鞍
》、
重
要
文

化
財
《
黒
き
猫
》（
菱
田
春
草
作
）
を

は
じ
め
お
よ
そ
２
０
０
点
（
含
展
示
替
）

の
名
品
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。
是
非
ご

来
館
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
立
美
術
館 

０
９
６
‐
３
５
２
‐
２
１
１
１ 

 
　
く
ら
し
で
見
立
て
た
器
づ
く
り
、
毎

日
く
り
返
さ
れ
る
く
ら
し
や
食
卓
に
彩

り
を
そ
え
た
い
と
思
い
、
食
器
・
花
器
・

茶
香
炉
・
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
な
ど
約
70

種
、
１
千
点
を
焼
き
上
げ
ま
し
た
。 

日
に
ち
　
５
月
13
日（
火
）
〜
18
日（
日
） 

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
） 

場
所
　
熊
本
県
伝
統
工
芸
館 

　
前
回
好
評
に
つ
き
完
売
し
ま
し
た
、

障
害
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

ハ
ウ
ス
の
メ
ン
バ
ー
が
作
ら
れ
た
陶
器

の
剣
山
も
販
売
し
ま
す
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
あ
さ
工
房 

０
９
０
‐
１
１
６
７
‐
９
５
０
４ 

　
第
63
回
熊
本
県
民
体
育
祭
が
９
月
20

・
21
日
（
土
・
日
）
の
予
定
で
玉
名
市

を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
阿

蘇
郡
市
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
予
選
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

第
１
回
予
選
会 

期
日
　
６
月
15
日
（
日
）
午
後
１
時
ス

タ
ー
ト 

会
場
　
菊
陽
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

ゲ
ー
ム
数
　
ア
メ
リ
カ
ン
方
式
　
６
Ｇ 

大
会
参
加
料
　
個
人
負
担 

第
２
回
予
選
会 

期
日
　
６
月
29
日
（
日
）
午
後
１
時
ス

タ
ー
ト 

会
場
　
ス
ポ
ラ
九
品
寺 

ゲ
ー
ム
数
　
ア
メ
リ
カ
ン
方
式
　
６
Ｇ 

大
会
参
加
料
　
個
人
負
担 

※
県
民
体
育
祭
出
場
選
手
は
予
選
12
Ｇ

ト
ー
タ
ル
と
し
、
上
位
４
名
お
よ
び

補
欠
選
手
１
名
と
す
る
。
な
お
、
ハ

ン
デ
ィ
は
県
民
体
育
祭
要
項
と
す
る
。 

申
込
期
限
　
６
月
10
日
（
火
） 

【
問
合
せ
先
】
　 

　
阿
蘇
郡
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
代
表 

　
０
９
０
‐
７
４
５
５
‐
８
７
０
０ 

パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習
会
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ 

（
表
計
算
３
級
）受
講
者
募
集 

　
県
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る
方
を
対

象
に
、
就
職
に
必
要
な
技
術
の
習
得
を

目
的
と
し
た
講
習
会
を
く
ま
も
と
県
民

交
流
館
パ
レ
ア
に
て
実
施
し
ま
す
。 

受
講
資
格
　
次
の
①
か
ら
⑥
を
全
て
満

た
す
方 

①
就
職
を
希
望
し
、
受
講
終
了
後
す
ぐ

に
仕
事
に
就
き
た
い
人
②
雇
用
保
険
受

給
の
対
象
外
で
あ
る
③
全
日
程
出
席
で

き
る
④
熊
本
県
内
在
住
⑤
現
在
学
生
で

は
な
い
⑥
過
去
に
同
一
内
容
の
当
セ
ン

タ
ー
講
習
会
を
受
講
し
て
い
な
い 

日
時
　
６
月
17
日
〜
７
月
18
日
（
月
〜

金
の
23
日
間
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

※
表
計
算
ソ
フ
ト
「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
」
の

習
得
。
表
計
算
３
級
の
検
定
試
験
を

実
施
。 

受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
、
検
定
料
は

　
　
　
　
別
途
必
要
） 

定
員
　
20
人
（
選
考
に
て
受
講
者
決
定
） 

申
込
日
時
　
５
月
14
・
15
日
（
水
・
木
）

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
の
間
に
、

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー 

０
９
６
‐
３
５
５
‐
４
３
０
９ 
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草花 

「自分を輝かせる 
　　　　精一杯の自分」 

九
州
財
務
局「
出
前
講
座
」ご
案
内 

講
師
を
派
遣
い
た
し
ま
す 

憲
法
週
間
を
迎
え
て 

〜
裁
判
員
制
度
の
実
施
に
向
け
て
〜 

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
の
実
施 

　
５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
で
す
。
裁

判
所
で
は
、
毎
年
、
こ
の
日
を
中
心
と

し
た
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を
「
憲

法
週
間
」
定
め
、
法
務
省
、
検
察
庁
、

弁
護
士
会
の
協
力
を
得
て
、
講
演
会
や

無
料
法
律
相
談
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
行
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
国
民
の
皆
さ
ん
に
刑
事
裁
判
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
「
裁
判
員
制
度
」
の
実

施
が
約
１
年
後
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

裁
判
所
で
は
、
一
般
の
方
々
の
ご
協
力

も
得
て
模
擬
の
裁
判
員
裁
判
を
重
ね
、

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
刑
事
裁
判
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
憲
法
週
間
記

念
行
事
に
お
い
て
も
、
模
擬
裁
判
や
各

種
説
明
会
な
ど
裁
判
員
制
度
を
取
り
上

げ
た
催
し
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
裁

判
員
制
度
に
つ
い
て
よ
り
深
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
機
会
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

h
ttp
://w
w
w
.co
u
rts.g

o
.jp
/ 

 

ご
相
談
く
だ
さ
い
！
「
無
料
法
律
相
談
」 

　
憲
法
週
間
の
行
事
の
一
環
と
し
て
無

料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

日
時
　
５
月
16
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
受
付
は
午
後
２
時
半
ま
で
） 

場
所
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

（
９
階
第
１
会
議
室
） 

相
談
員
　
弁
護
士
並
び
に
法
務
局
及
び

裁
判
所
の
職
員 

相
談
事
項
　
民
事
、
家
事
及
び
人
権
等

に
関
す
る
諸
問
題 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
家
庭
裁
判
所
総
務
課 

０
９
６
‐
３
５
５
‐
６
１
２
１ 

　
講
演
会
や
研
修
を
開
催
し
た
い
け
ど

テ
ー
マ
が
決
ま
ら
な
い
…
そ
ん
な
と
き

は
経
済
・
財
政
・
金
融
等
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
せ
ん
か
。
九
州
財
務
局
が
無
料

で
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。 

内
容 

①
景
気
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
（
熊

本
経
済
の
現
状
と
見
通
し
） 

②
国
の
財
布
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

（
財
政
の
現
状
と
課
題
） 

③
金
融
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
に
（
金
融
取
引
等
の
基
礎
知
識
） 

④
多
重
債
務
っ
て
？
（
多
重
債
務
者
と

な
ら
な
い
た
め
に
） 

⑤
国
有
財
産
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ

て
い
る
の
？
（
国
有
財
産
の
利
用
状

況
等
） 

※
そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
も
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。 

開
催
日
　
原
則
平
日
（
９
時
〜
17
時
） 

費
用
　
無
料 

【
問
合
せ
先
】 

九
州
財
務
局
総
務
部
財
務
広
報
相
談
官 

０
９
６
‐
３
５
３
‐
６
３
５
１ 

　
人
事
院
及
び
各
府
省
で
は
、
国
家
公

務
員
中
途
採
用
者
選
考
試
験
（
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
試
験
）
を
実
施
し
ま
す
。 

【
受
験
資
格
】 

昭
和
43
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
者 

【
受
付
予
定
期
間
】 

６
月
24
日
（
火
）
〜
７
月
１
日
（
火
） 

【
一
次
選
考
実
施
予
定
日
】 

９
月
７
日
（
日
） 

【
受
験
案
内
等
の
請
求
方
法
】 

　
返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
、
１
４
０

円
分
の
切
手
貼
付
、
あ
て
先
明
記
）
を

同
封
し
た
封
筒
に
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試

験
」
と
朱
書
き
し
、
左
記
問
合
せ
先
へ

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係 

０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３ 

役場各課・係 
直通ダイヤル 
役場各課・係 
直通ダイヤル 

〈総務課〉 
総務・財政係（代表） 
企画振興・情報政策係 

〈教育委員会〉 

〈議会事務局〉 

〈収入役室〉 

〈税務課〉 
税務係 
国民保険係 

〈産業課〉 
経済係（農業委員会） 
土木建築係 
地籍調査係 

〈住民課〉 
住民・環境衛生係 
健康福祉係 

〈にしはら保育園〉 

 
279-3111 
279-3112 

279-4424 

279-4364 

279-4394 

 
279-4395 
279-4389 

 
279-4396 
279-3114 
279-4417 

 
279-3113 
279-4397 

279-2054

※土日、祝祭日は 

　　　　　　　へお願いします。 279-3111



補 助 金  
 
会 費  
 
共同募金配分金 
 
受 託 金  
 
介護保険収入 
 
寄 付 金  
 
諸 収 入  
 
前期未払高 
資金残高  
 
繰 入 金  

事 務 費  
 

事 業 費  
 
共同募金配分事業費 
 

委託事業費 
 
介護保険事業費 
 
予 備 費  
 
当期未払高 
資金残高  
 
繰 出 金  

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

19,505,000 

2,010,000 

3,078,652 

15,663,000 

61,921,000 

4,100,000 

1,269,000 

19,000,000 

3,619,080

円 130,165,732

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

22,952,000 

5,579,080 

3,078,652 

16,907,000 

62,952,000 

400,000 

14,677,920 

3,619,080

総額 【資金収支予算】 
県・村からの補助金 消耗品、通信費 

事務局人件費 

地域福祉推進事業 
地域生活支援事業 

高齢者、障害者、児童青少年 
住民全般、広報活動などの 
社協事業、福祉団体等への支援 

予防介護 
軽度生活援助 
福祉センター管理他 

デイサービス 
ホームヘルパー 
居宅介護支援事業所人件費 
運営費 

村民の方々より会費 

19年度赤い羽根共同 
募金運動による配分額 

予防介護 
軽度生活援助 
福祉センター管理他 

ホームヘルパー、デイサービス 
ケアプラン料と利用者自己負担金 

香典返し、社会事業への 
寄付金など 

委託事業による利用者 
自己負担金・雑収入等 

円 130,165,732総額 

香典返し 
一般寄附 

　次の方 よ々り故人のご供養のため社会福祉協議会
に多額の寄附をいただきました。故人のご冥福をお祈
りしますと共に心からお悔やみ申し上げます。 

　この尊い浄財は、ご寄附いただきました各位の趣意に添う
べく、社会福祉のために有効に使用させていただきます。あ
りがとうございました。 
〔敬称略させていただき、掲載については承諾を得ています〕 

集落名 
田　中 
高　遊 
万　徳 

故人氏名 
森上　誠士 
西田　フユ 
古庄ハツ子 

遺族氏名 
森上美和子 
西田　成雄 
古庄　　勝 

　子どももお年寄りも、障がいのある人もない人も、家族や地域社会の思いやりや連帯意識に支えられ、村民一人
ひとりが今日の営みに充実感と安らぎを持ち、生きがいのある生活が送れるよう「住民参加と支え合いによる福祉
の村づくり」を目指します。 

　社会福祉協議会は、少子・超高齢社会が益々進行する中で、基本理念にある「住民参加と支えあいによる福祉の村づくり」を目指し「地域福祉」の
更なる推進に努めます。 
　例年、介護保険制度等の見直しが行われ、社協を取り巻く環境は厳しさを増しており、既存事業の見直しや効率化を積極的に行うと共に、特に本
年度は、行政をはじめ様々な機関・団体等と更に連携を深め、地域の課題を把握し住民の声を反映した第三次地域福祉活動計画を策定します。 
　ネットワーク部門では、地域住民をはじめ、あらゆる関係機関・団体との連携によるネットワークに「防災」の視点を取り入れ、様々な事業・活動を
通して「地域で支え合う福祉コミュニティづくり」に努めます。ボランティア部門では、誰もが福祉活動に参加できる機会づくりと主体的に活動できる
体制づくりを推進しながら総合ボランティアセンターとしての機能強化を図ります。 
 在宅福祉サービス部門では、地域座談会などを通じての福祉情報の提供や、のぎくふれあい相談センター等の相談機能の充実を図ると共に、地
域住民の潜在的なニーズを把握し何らかのサービスに結び付けたり、地域の社会資源を活用したインフォーマルサービスも組み合わせた福祉サ
ービスの提供に努めます。法人運営部門では、地域福祉活動の財源である会費・会員制度について見直しを行うと共に、共同募金等へも住民の理
解に努め、安定した事業経営の体制強化・基盤強化を図ります。また、生活や地域に密着した各種サービスの提供や、要援護者への支援体制を強
化するために、職員の資質向上や業務の改善等を図り、全職員が研鑽を積むことに努めます。 
 また、行政との連携強化では、地域福祉計画に基づいて、行政、住民、社協の協働（パートナーシップ）事業の推進強化に取り組み、社会福祉協議会
としての公共性と公益性に根ざした経営理念を保持し、信頼・期待される社協、質の高いサービス提供事業所としての社協を目指します。 

集落名 
南阿蘇村 

小　園 

万徳・星ヶ丘 

田　中 

下小森 

氏　名 
匿名 

匿名 

匿名〔２名〕 

匿名 

匿名 

金　　額 

6,600円 

11,000円 

4,400円 

4,400円 

68,356円 

 

基本理念 基本理念 

実施方針 実施方針 （抜粋） 

重点推進項目 重点推進項目 
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西原村社会福祉協議会 

熊本県阿蘇郡西原村大字小森572

279-4141 
279-4140相談専用 
279-4388FAX

243号 ふれあいネットワーク ふれあいネットワーク 

お 礼 

　(1)福祉コミュニティづくりの推進　　　　　　　　(4)当事者組織の育成促進 
　(2)総合ボランティアセンターの機能強化　　　　　(5)人材育成と体制整備・基盤の強化 
　(3)介護保険関連事業の円滑な推進 



　“来年も花見をせなんけん元
気でおらなんばい”の掛け声で
乾杯! 
公民館で季節の食材をふんだん
に使った手作りの弁当持参。　 
“昔はあちこちで噂されるほど
全員きれいだった”と昔話も飛
び出し、肌寒さも一気に吹き飛
んでいました。 

出の口サロン 出の口サロン 

　この日は「ゲートボール中止」
を合言葉に全員が公民館に集ま
られました。 
　シルバーヘルパーさんの踊り
に酔いしれ、カラオケには合い
の手が入り、とても和やかな花
見となりました。 

布田サロン 布田サロン 

男性料理教室のご案内 
～ダンディークッキングスクール～ 

料理は女性が作る
ものと 

思っていませんか
？ 

　テクノパークへ出かけてのお
花見は、関係役員さんの手にか
かれば何てことはないほどスム
ーズに行われていました。いつ
もサロンに参加される方が、“外
出だから行けない”と思わせる
ことなく万全の体制。もちろん、
手作りの豪華弁当が一段と花を
添えていました。 

高遊サロン 高遊サロン 

　新規協力会員の平通小夜子さん

（上）と東田英子さん（下）のご協

力により一時保育とサポートセンタ

ーを上手に使い分けられた高倉駿佑

君も４月からは保育園に入園。 

　今までのようにサポートのご利用

はないものの、いざという時のサポ

ートセンターをいつでも利用してい

ただきたいものです。 

各地域ではお花見
まっさかり 

子育てサポートセンター・のぎく活動報告 子育てサポートセンター・のぎく活動報告 子育てサポートセンター・のぎく活動報告 

健康はきちんとした食事から… 
健康管理のためにも食生活を自分で管理できるよう料理を楽しみませんか。 

期　間：毎週第２土曜日　９時30分～　（６月から開始） 
場　所：西原村構造改善センター調理室 
会　費：１回300円 
申　込：５月20日まで　西原村社会福祉協議会（　 279‐4141） 

主催：西原村社会福祉協議会 
共催：西原村食生活改善推進連絡協議会・西原村老人クラブ連合会女性部 

サロン活動紹介サロン活動紹介
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平成20年度 　福祉協議会の主な事業実施計画西原村社会　　　福祉協議会の主な事業実施計画 

村内31集落でふれあいいきいきサロン 

高齢者や障害者のスポーツ大会 

ボランティアスクール（福祉体験学習） 

ふるさと見学会 

平成20年度 　福祉協議会の主な事業実施計画西原村社会　　　福祉協議会の主な事業実施計画 　福祉協議会の主な事業実施計画 
地域福祉活動推進事業 
福祉のまちづくり推進委員会 
地域生活支援体制整備評価事業（のぎくふれあい総合相談センター） 
住民グループ支援事業（地域生活支援事業） 
・ふれあいいきいきサロンの普及 
・いきいきボランティア養成講習会、リーダー研修会 
・小地域の見守りネットワーク体制の充実（阿蘇やまびこネットワーク） 
・福祉協力員機能の充実 
・とりあえずサービス支援事業の実施 
・福祉出前サービスの実施　・ふるさと見学会の実施 

高齢者福祉事業 
・老人クラブ活動への援助 
・福祉球技大会、スポーツ大会、伝承遊び交流会の開催 
・シルバーボランティアの発掘育成 
・金婚式、ダイヤモンド婚、90才以上の高齢者お祝い訪問 
・白菊会（戦没者妻の会の集い） 
・一人暮らし及び高齢者夫婦世帯の集い（地域懇談会）や会食会の開催 
・福祉牛乳の配布や定期訪問の実施 
・小学生との宿泊交流会の開催 
・村長一日民生委員（民生委員の日行事） 
・男性料理教室の開催 

障害者・児福祉事業 
・身体障害者福祉協会、脳血管障害者の会（りんどうの会）の支援 
・手話入門講座の開催、手話サークル支援 
・身障者スポーツ大会、ゲートボール大会等の開催 
・会員交流会（親睦会）、球技大会の開催 
・福祉施設入所利用者の訪問交流 
・福祉機器、リフト車輌等の貸し出し 
・地域福祉権利擁護事業（福祉サービス利用援助事業） 

児童・青少年福祉事業 
・ボランティア活動協力校指定事業の実施 
・ボランティアスクール、福祉体験学習（ワークキャンプ）の開催 
・地域ふれあい探検隊の開催　　・関係機関との連絡会の開催 
・やまびこふれあいだよりの発送 
一人親世帯の福祉推進 
・母子寡婦福祉協議会の活動支援 
・ふれあい行事の開催、ふれあいレクリエーションの実施 
・小学校入学、中学校卒業お祝い 

住民全般福祉事業 
・地域福祉懇談会、福祉講演会、福祉入門講座の開催 
・社協会費、日赤社資、共同募金活動の推進 
・ボランティア連絡協議会の自主活動の援助 
・ボランティアニーズの発掘及び調査研究 
・ボランティア登録、相談、斡旋機能の充実 
・第13回のぎくまつりの開催 
・災害ボランティアセンターとしての機能充実 
・ボランティア活動保険、行事用保険加入の助成 
・生活福祉資金貸付事業の実施・備品等貸出事業の実施 

　高齢者が介護状態に陥ることなく、生き生きとした生活を送り、いつまでも元気で住み慣れた地域で
暮らせるよう、介護予防を目的に行っています。公民館を拠点に楽しい時間を過ごします。大勢の皆様
のご参加をお待ちしています。 

地域ごと福祉懇談会 

自宅で続ける簡単体操 

１
回
目 

２
回
目 

３
回
目 

４
回
目 

うちわ作りに挑戦してみよう 

元気で長生きできる食生活 

目
的 



25 広報西原５月号 

平成20年度 西原村社会　　西原村社会　　　福祉協議会の主な事業実施計画 平成20年度 西原村社会　　西原村社会　　　福祉協議会の主な事業実施計画 平成20年度 西原村社会　　

平成20年度 赤十字社費のお願い 平成20年度 赤十字社費のお願い 

共同募金の推進 
・10月１日～12月31日共同募金運動の推進 
・種別募金のお願い(戸別募金、法人募金、老人クラブ募金、大口募金、職域
　募金、学校募金、街頭募金、興行募金、赤い羽根協力店募金等)

介護保険関連事業 
・居宅介護支援事業（介護サービス計画・介護予防ケアプラン作成） 
・通所介護事業 
・訪問介護事業 
地域支援事業(村受託事業) 
・通所型予防介護事業（特定高齢者）　 
・軽度生活支援事業（特定高齢者訪問介護）　　　　　　 
・ミニデイサービス（27集落公民館×年4回）　　　　　 
・家族介護支援事業（在宅介護者のぎくの会）　　　　　 
障害者自立支援事業 
・障害者の在宅支援ホームヘルプサービス（身体、知的、精神） 
障害者（児）福祉サービス事業 
・障害者（児）デイサービス 

日本赤十字社事業 
・５月の赤十字月間に日赤社資のお願いと募集 
・災害地支援や災害義援金募集、日赤救援物資の対応 
・救急員養成救急法講習会やAED（自動体外式除細動器）講習会の開催 

社協基盤強化 
・社協会員制度の見直しと、会費納入のお願い 
・第3次地域福祉活動計画の策定 
・職員の資質向上と研修強化　・社協地域福祉基金の増額 
お客様相談センター（第三者委員会） 
・福祉サービス利用者の皆様からの苦情受付窓口の開設 

　日頃より、赤十字事業について村民の皆様のご理解とご協力に感謝いたします。
本年度も５月１日より５月31日を赤十字月間とし、新たな赤十字社員の募集、
赤十字社費のご協力を区長様や組長様を通じて各世帯にお願い致しますので、
どうぞよろしくお願いいたします。 
　ご協力頂きました社費は日本赤十字社の諸活動を推進し、地震等による災害
救援活動や、国内外への医療スタッフの派遣など、幅広い活動の財源として有
効に使用されています。 
　赤十字事業へご質問等ございましたら、日本赤十字社熊本県支部西原村分区 
（西原村社会福祉協議会）へお問い合せ下さい。 

昨年度より募集しておりました、平成

19年度能登半島沖地震義援金につきまして、

総額33,000円　計４名の方からご協力い

ただきました。お預かりいたしました義援

金は日本赤十字社石川県支部を通じまして、

全額被災者のために使用されます。 

誠にありがとうございました。 

指定管理者制度 
地域福祉センター管理運営 

広報活動 
・社協だより（毎月）及びボランティア情報（随時）発行 
・のぎく荘だよりの発行（年2回） 
・福祉協力員通信、リーフレット、チラシ等の発行　・ホームページの充実 

福祉団体等への支援 
・西原村民生委員児童委員協議会事務局 
・　〃　相談員連絡協議会事務局 
・　〃　老人クラブ連合会事務局 
・　〃　身体障害者福祉協会の支援、協力 
・　〃　ボランティア連絡協議会の支援 
・　〃　脳血管障害者（りんどうの会）の支援、協力 
・　〃　介護者の会（のぎくの会）の支援、協力 
・　〃　母子会の支援 
・にしはらたんぽぽハウスの支援 

子育て支援事業 
・子育てサポートセンターのぎく運営・幼児安全法講習会の開催 
・子育てサークル活動の支援 
・ノーテレビ・ノーゲームデー(にしはらっ子元気プラン)への協力 

子育てサポートセンター事業 

保育園児との交流 

介護予防事業 

のぎくまつり 

西原村社会福祉協議会ホームページ 
http://nisihara-nogiku.on.coocan.jp/　E-mail : nisihara-nogiku.4141@wonder.ocn.ne.jp

　このような事業は、主に住民の皆
さんにご協力いただいております社
協会費、共同募金配分金、寄付金等
で実施しています。 
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　ゴマにはたんぱく質やカルシウム
といったたくさんの栄養が含まれて
いて、貧血、便秘などの症状を緩和
する働きがあります。硬い皮に包ま
れているので、そのまま摂取しても
せっかくの栄養成分が吸収されずに
消化されてしまうため、すりゴマな
どにして食すると効果的です。 

｢
瓜
生
迫
の
結
集
板
碑｣ 

にしはら保育園　4月11日おやつ 

ごまぼうろ 

スポットライト スポットライト 

pot
Light
pot
Light
pot
Light

小麦粉 50g／ベーキングソーダ（重曹） 

少々／卵 １個／黒砂糖 40g／サラ

ダ油 小さじ１／すりゴマ 大さじ1

材
料（
約
10
枚
分
） 

エネルギー 

たんぱく質 

カルシウム 

鉄 

栄
養
価 

（
１
枚
分
） 

①　小麦粉とソーダはふるいあわせておく。 
②　ボールに残りの材料を入れて混ぜ、①を少しずつ加えながら混

ぜる。 
③　オーブンの天板にクッキング用シートをしき、スプーンで適当

な大きさ（５cmぐらいの円）をつくって②の生地を並べ、
170℃で8～10分程焼いてできあがり。 

つ
く
り
方 

に
し
は
ら
む
ら
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

　平成19年度にしはらむらフォトコンテストの特選・

準特選の入賞作品を紹介します。 

　今回も県内からたくさんの出展があり、役場特設

会場にて大勢の方に審査および投票をしていただき

ました。 

　審査の結果、14点が入賞しましたが、出展され

たどの作品も西原村の魅力を写しだしたすばらしい

作品でした。（表彰式の記事は今月号９ページ） 

　平成20年度もフォトコンテストを実施します。

皆さんからのご応募をお待ちしています。 

【問合せ先】役場総務課　　279‐3111

48kcal 

1.2g 

20mg 

0.4mg

　春の全国交通安全運
動に伴うタッチ運動に
熊本県警の「ゆっぴー」
がやってきて、安全運
転を呼びかけてくれま
した。園児にも交通安
全母の会の皆さんにも
人気者のゆっぴーでし
た。 
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を利用しています。 

準特選「田植え体験の母子」 
　　　　　　浦津 辰男さん 


